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は
、
素
手
で
触
ら
な
い
で
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

は
、
興
味
本
位
で
触
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
保
護
者
の
人
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
通
報
先
】

　

市
農
政
課
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有

害
な
情
報
か
ら
青
少
年
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
た
ち
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
出
会
い
系
サ
イ
ト

等
の
有
害
情
報
に
よ
り
、
ト
ラ

ブ
ル
や
犯
罪
の
被
害
者
と
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
有

害
情
報
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
（
有
害
サ
イ
ト
ア

ク
セ
ス
制
限
）
が
有
効
で
す
。

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に

次
第
締
め
切
り
）

●
受
講
料
＝
１
５
，
０
０
０
円

※
会
議
所
会
員
は
５
，０
０
０
円

● 

申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
振
興
一
課
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「
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
」

の
ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

大
き
い
も
の
で
殻
の
高
さ
が

10
㎝
を
越
し
、
沖
縄
・
奄
美
・

ト
カ
ラ
・
小
笠
原
の
一
部
で
生

息
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ

イ
は
、
植
物
防
疫
法
で
移
動
や

持
込
み
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

低
温
に
弱
く
、
降
霜
地
帯
で

は
越
冬
が
困
難
で
す
が
、
温
暖

な
気
候
で
あ
る
鹿
児
島
県
で
は
、

越
冬
が
可
能
な
た
め
、
侵
入
定

着
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
は
、
野

菜
類
に
深
刻
な
被
害
を
与
え
る

ほ
か
、
体
内
に
寄
生
虫
が
い
る

こ
と
が
あ
り
、
人
間
に
脳
障
害

を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
ら
し
き

カ
タ
ツ
ム
リ
を
発
見
し
た
場
合

は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
家
庭
で
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・

安
心
に
利
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

● 

携
帯
電
話
＝
携
帯
電
話
各
社

が
無
料
で
提
供
し
て
い
る

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
す
で

に
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
い

る
場
合
も
設
定
で
き
ま
す
。

購
入
し
た
店
舗
等
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

パ
ソ
コ
ン
＝
市
販
の
ソ
フ
ト

を
導
入
す
る
か
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
等
が
提
供
す
る
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
社
会
教
育
課
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地
震
保
険
料
控
除
が
創
設

さ
れ
ま
す

　

所
得
税
は
平
成
19
年
分
か

ら
、
市
県
民
税
は
平
成
20
年
度

か
ら
、
損
害
保
険
料
控
除
を
改

正
し
、
地
震
保
険
料
控
除
（
所

得
税
＝
上
限
５
万
円
・
市
県
民

税
＝
上
限
２
万
５
千
円
）
が
創

設
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
18
年
末
ま
で
に

結
ん
だ
損
害
保
険
契
約
に
係
る

「
外
国
の
子
育
て
」
講
習

会
参
加
者
を
募
集

　

つ
ど
い
の
広
場
「
ひ
よ
こ
」

で
は
、
外
国
人
の
子
育
て
の
話

を
聞
き
、
日
ご
ろ
の
自
分
の
子

育
て
と
の
違
い
な
ど
を
話
し
合

う
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
12
月
12
日
（
水
）

　

10
時
30
分
〜

● 

場
所
＝
東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

● 

定
員
＝
20
組
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

● 

講
師
＝
顧コ　

崢ソ
ウ
エ
イ栄

さ
ん
（
鹿

屋
体
育
大
学
大
学
院
生
※
中

国
か
ら
留
学
中
）

● 

申
込
方
法
＝
直
接
又
は
電
話

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
お
子
さ
ん
の
名
前
と
年

齢
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
＝
12
月
10
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
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第
９
回
市
民
福
祉
教
養
講

座
受
講
生
を
募
集

　

福
祉
プ
ラ
ザ
で
は
、
社
会
福

祉
の
基
礎
知
識
や
動
向
・
現
状
・

課
題
な
ど
を
学
ぶ
教
養
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
12
月
18
日
（
火
）

　

14
時
〜
16
時

お
知
ら
せ

● 

場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

２
階
情
報
研
修
室

●
定
員
＝
60
人

●
受
講
料
＝
無
料

● 

テ
ー
マ
＝
児
童
福
祉
を
め
ぐ

る
状
況

● 

講
師
＝
県
児
童
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
児
童
福
祉
専
門
員　

原
田 

良
範 

氏

● 

申
込
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
12

月
11
日
（
火
）
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
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℻  
０
９
９
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５
７

　

kikan@
kanoyasyakyou.jp

「
パ
ソ
コ
ン
で
は
じ
め
る

会
計
講
座
」
の
受
講
生
を

募
集

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
の
帳
簿
付
け
な
ど
を

学
ぶ
「
パ
ソ
コ
ン
で
は
じ
め
る

会
計
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

● 

日
時
＝
12
月
10
日
（
月
）
〜

14
日
（
金
）
18
時
〜
21
時

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

● 

定
員
＝
10
人
（
定
員
に
な
り

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
改
正
前

の
損
害
保
険
料
控
除
を
適
用
す

る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
税
課
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内
線
３
１
１
４
・
３
１
１
５

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が

始
ま
り
ま
す

《
12
月
１
日
〜
31
日
》

　
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今
年
も
全
国
一

斉
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ
が

ま
ち
の
福
祉
を
支
え
ま
す
。
い

た
だ
い
た
募
金
は
、
す
べ
て
私

た
ち
の
ま
ち
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

共
同
募
金
会
鹿
屋
市
支
会

 

（
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
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宝塚歌劇団ＯＧによる宝塚ステージ
～ ラテンファンタジー ～

　宝塚歌劇団ＯＧによるラテンの祭をテーマにした豪華レ
ビューショーです。豪華絢爛なステージ、衣装、華麗で美し
く楽しい夢のようなステージであなたを魅了します。

●日　時　平成 20年２月 10日（日）
　　　　　開場 15 時 30 分　開演 16 時
●場　所　鹿屋市文化会館
●入場料　指定席　3,000 円
●発売日　12月８日（土）から
●発売所　市文化会館、市民交流センター
　　　　　ほか市内プレイガイド
※未就学児の入場はできません。

【問い合わせ】市文化課　☎ 0994-31-1167

鹿屋市文化会館 30周年記念事業

　現在、75 歳（一定の障害のある人は 65 歳）以上の人は、国民健康保険や健康保険などの医療保険に加入し
ながら、老人保健制度の対象となっていますが、平成 20 年４月からは、新たな「後期高齢者医療制度」に加
入することになります。
　また、平成 20 年４月以降に 75 歳になる人は、75 歳の誕生日からこの後期高齢者医療制度の被保険者とな
ります。

●制度の運営主体
　　都道府県単位ですべての市町村が加入する広
域連合が運営主体となります。

●保険料
　　保険料は、被保険者全員が納めることになり
ます。
　　保険料の額は、広域連合ごとに決められ、年
額 18万円以上の年金を受給している人は、原則
として年金からの天引き（特別徴収）となります。
　ただし、介護保険料と後期高齢者医療保険料
を合わせた保険料額が年金額の２分の 1を超え
る場合は、個別（普通徴収）に納めることにな
ります。

●被保険者証（保険証）
　　これまでは、病院等を受診するとき、保険証
と老人医療受給者証の提示が必要でしたが、後

期高齢者医療制度では、後期高齢者医療被保険
者証のみを提示することになります。

●自己負担割合
　　老人保健制度と同じように１割負担となりま
す。
　　ただし、現役並みの所得がある人は３割負担
となります。

※保険料等については、決定後お知らせします。
被保険者証については、平成 20 年３月中に発
送予定です。

【問い合わせ】市国保介護課
　　　　　　   ☎ 0994-43-2111　内線 3162
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